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１．分科会の目的 

呼吸器疾患のオンライン診療の課題を検討し、普及策を提案するとともに、妥当性の検証研究を推

進し、保険診療の適正化やガイドラインの作成を関係学会と共同で行う。 

 

２．令和 5（2023）年度活動実績と成果 

分科会の設置の準備を行い、分科会設置が学会から承認された。 

 

３．令和 6（2024）年度活動計画 

呼吸器疾患全般にわたる遠隔診療に関連する既存の知見を整理し、現状認識を明確にする。関連す

る遠隔技術に関する全体的な把握を行い、現在の技術の進展やそれを活用した事例の効果や課題に

ついての情報を集約する。在宅酸素療法の遠隔モニタリングについて、在宅呼吸器診療の質の向上を

目指し普及啓発を行うとともに、さらなる応用の可能性について探る。学術研究の準備として、研究

テーマの選定、研究方法の設計、必要な資料やデータの収集方法などを計画する。これらの活動を通

じて、次年度の活動計画を策定する基盤とする。 

  


